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２
０
１
０
年
１
月
、
ユ
ネ
ス
コ
に
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
推
薦
書
を
提
出
し

た
小
笠
原
諸
島
に
つ
い
て
、
７
月
２
日
か

ら
15
日
に
か
け
て
、
国
際
自
然
保
護
連
合

（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
と
し
て
推
薦
し
た
地
域

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
関
東
森
林

管
理
局
で
設
定
し
た
小
笠
原
諸
島
森
林
生

態
系
保
護
地
域
で
す
。

そ
の
内
容
と
保
全
・
管
理
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
笠
原
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、
小

笠
原
諸
島
に
存
在
す
る
国
有
林
の
84
％
に

あ
た
る
５
，
５
８
０
㌶
を
設
定
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
５
，
１
６
７
㌶
が
世
界
遺
産
推

薦
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
一

度
も
大
陸
と
地
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
な

い
海
洋
島
で
あ
る
小
笠
原
諸
島
の
森
林
生

態
系
の
特
徴
は
、
南
太
平
洋
や
東
南
ア
ジ

ア
等
か
ら
た
ど
り
着
い
た
植
物
や
動
物
が
、

競
争
相
手
が
少
な
い
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
進

化
し
て
き
た
結
果
、
小
笠
原
だ
け
に
生
息

す
る
固
有
種
の
割
合
が
極
め
て
高
く
な
り
、

特
異
の
生
態
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
生
態
系
は
環
境
の
変

化
や
人
間
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
弱
く
、
保
全

管
理
に
つ
い
て
は
極
め
て
細
心
の
注
意
を

払
い
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
順

応
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
に
人
が
定
住
し
て
以
来
、

生
活
の
た
め
意
図
的
、
非
意
図
的
に
外
来

種
が
持
ち
込
ま
れ
、
小
笠
原
諸
島
本
来
の

森
林
生
態
系
が
徐
々
に
劣
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
外
来
種
の
駆
除
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
生
態
系
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
軽
減

し
、
利
用
と
保
護
の
調
整
を
図
る
た
め
の

対
応
と
し
て
、
森
林
内
へ
入
る
場
合
は
、

指
定
し
た
31
ル
ー
ト
に
限
定
し
、
特
別
な

講
習
を
受
け
た
ガ
イ
ド
等
の
同
行
を
求
め

る
利
用
ル
ー
ル
を
住
民
等
の
理
解
と
協
力

を
得
て
、
関
係
各
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

２
０
０
８
年
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

外
来
種
（
動
植
物
）
の
駆
除
に
つ
い
て

は
、
外
来
種
と
固
有
種
が
直
接
的
・
間
接

的
に
複
雑
な
種
間
相
互
作
用
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
駆
除
に
当
た
っ
て
は
慎
重
に
進
め

て
い
ま
す
。

本
局
が
主
導
的
に
実
施
し
て
い
る
ア
カ

ギ
や
モ
ク
マ
オ
ウ
の
外
来
植
物
の
駆
除
は
、

２
０
０
２
年
か
ら
こ
れ
ま
で
約
１
６
０
㌶

の
面
積
に
達
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
森
林
利
用
や
外
来
種
駆
除
の

結
果
を
観
察
・
分
析
し
、
取
り
組
み
を
続

け
て
い
く
考
え
で
す
。

平成２２年７月１日 関 東 森 林 管 理 局 第７６号（２）

森
林
生
態
系
保
護
地
域
と
順
応
的
な
管
理

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
利
用
ル
ー
ル

原
生
的
な
森
林
生
態
系
回
復
へ
の
取
組



小
笠
原
諸
島
生
態
系
保
護
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
よ
り
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
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関
東
森
林
管
理
局

東
京
事
務
所
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秩
父
山
地
は
景
観
に
優
れ
貴
重
な
野
生

動
植
物
が
生
息
す
る
豊
か
な
森
林
生
態
系

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
シ
カ
等
に
よ
る
立
木
の
食
害
が

拡
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対

策
と
し
て
、
立
木
を
保
護
す
る
ネ
ッ
ト
設

置
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

実

施

日

平
成
22
年
８
月
８
日(

日)

（
午
前
５
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

場

所

笠
取
山
周
辺

（
埼
玉
県
秩
父
市
大
滝
）

集
合
場
所

秩
父
市
役
所

実
施
内
容

シ
カ
等
の
食
害
か
ら
保
護
す
る

ネ
ッ
ト
の
運
搬
・
設
置

募
集
人
員

先
着
26
名

募
集
期
間

平
成
22
年
７
月
16
日
（
金
）
か
ら

平
成
22
年
７
月
30
日
（
金
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

埼
玉
森
林
管
理
事
務
所

〒
368-

0005 
埼
玉
県
秩
父
市
大
野
原
４
９
１-

１

電
話
番
号
（
０
４
９
４
）
２
３-

１
２
６
０

担
当
者

北
野
・
風
祭
ま
で
お
電
話
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（３）平成２２年７月１日 関 東 森 林 管 理 局 第７６号

小笠原諸島森林生態系保護地域

夏
休
み
「
子
ど
も
樹
木
博
士
」
と
木
工
体
験

親
子
で
樹
木
博
士
に
参
加
し
て
、
高
尾
山

の
自
然
や
樹
木
に
興
味
を
も
と
う
！

木
工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

実

施

日

平
成
22
年
８
月
20
日(

金)

場

所

八
王
子
市
高
尾
山
国
有
林

（
日
影
沢
キ
ャ
ン
プ
場
・
い
ろ
は
の
森
ほ
か
）

募
集
人
員

小
学
生
以
上
の
親
子
50
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法

往
復
葉
書
の
往
信
面
に
、
イ
ベ
ン

ト
名
、
参
加
者
全
員
の
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名(

ふ
り
が
な)

④
年
令(

学
年)

⑤
電
話

番
号
、
返
信
面
に
お
申
込
者
の
宛
名
を
ご
記

入
の
う
え
、
当
セ
ン
タ
ー
「
子
ど
も
樹
木
博

士
」
係
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
22
年
８
月
５
日
（
木
）
必
着

参

加

費
１
，
０
０
０
円
（
大
人
・
子
ど
も
１
人
当
た
り
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

〒
193-

0844

八
王
子
市
高
尾
町
２
４
３
８-

１

電
話
番
号
（
０
４
２
）
６
６
３-

６
６
８
９
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/

小
笠
原
生
態
系
保
護
の
取
組

関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/policy/business/ogasawara.html
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/tokyo/index.html#ogasawara


八
王
子
市
立
上
川
口
小
学
校
か
ら
、

「
子
ど
も
た
ち
の
炭
焼
き
体
験
を
私
た
ち

教
職
員
に
も
」
と
の
依
頼
を
受
け
、
５
月

７
日
に
体
験
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

学
習
会
に
は
７
名
の
参
加
が
あ
り
、
炭

焼
き
の
原
理
や
作
成
過
程
（
煙
突
の
立
て

方
・
炭
材
の
並
べ
方
、
火
付
け
・
温
度
管

理
・
煙
の
変
化
、
窯
出
し
等
）
で
の
注
意

事
項
を
説
明
し
、
先
生
方
か
ら
は
、
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
と
の
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

５
月
８
日
〜
９
日
の
両
日
、
日
比
谷
公

園
に
お
い
て
「
森
林
の
市
」
が
開
催
さ
れ
、

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
で
は
「
和
紙
の
草
木

染
め
」
を
行
い
ま
し
た
。

制
作
の
工
程
は
、
和
紙
を
折
っ
て
染
め

液
に
つ
け
、
媒
染
液
を
塗
る
と
い
う
簡
単

な
も
の
で
す
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
綺
麗

に
折
れ
な
い
」
「
染
め
液
に
つ
け
す
ぎ
た
！
」

な
ど
の
声
が
あ
り
、
心
配
し
な
が
ら
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
が
、
媒
染
液
を
つ
け
た

瞬
間
「
ア
ラ
、
き
れ
い
！
」
と
感
嘆
の
声

が
あ
が
り
、
そ
の
表
情
の
変
化
が
と
て
も

微
笑
ま
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
15
日
に
ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
愛
林
で

展
示
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
野
草
画
グ
ル
ー

プ
の
方
を
講
師
に
お
願
い
し
、
春
の
花
観

察
と
花
の
ス
ケ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
17
名
の
参
加
が
あ
り
、
ウ
ッ

デ
ィ
ハ
ウ
ス
愛
林
で
野
草
画
の
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
た
後
、
日
影
沢
を
歩
き
な
が
ら
思

い
思
い
の
野
草
を
描
い
て
い
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
十
分
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

森
林
カ
レ
ッ
ジ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
会
員
を
募

集
し
、
年
４
回
の
講
座
と
体
験
を
行
う
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

第
１
回
目
は
、
5
月
29
日
（
土
）
に
林

野
庁
計
画
課
長
の
講
座
と
除
伐
体
験
を
行

い
、
受
講
生
20
名
と
林
野
庁
・
署
か
ら
の

聴
講
生
６
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

森
林
カ
レ
ッ
ジ
へ
参
加
さ
れ
る
方
は
、

林
業
に
対
す
る
関
心
が
高
い
の
で
、
当
セ

ン
タ
ー
と
し
て
大
事
に
し
た
い
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
で
す
。

６
月
は
、
森
林
教
室
で
小
学
校
１
校

（
84
名
）
と
高
等
学
校
１
校
（
99
名
）
、

ク
ラ
フ
ト
体
験
で
１
団
体
か
ら
の
依
頼
が

あ
り
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、
大
い
に
学
び
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
）

ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
愛
林
で
は
写
真
・
絵

画
・
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
の
特
別
展
示
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
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/
w
w
w
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aff.g
o
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/
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/
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/
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b
etu
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平成２２年７月１日 関 東 森 林 管 理 局 第７６号 （４）

春の花観察と花のスケッチ

和紙を使って草木染め

先生の炭焼き体験

先
生
の
炭
焼
き
体
験

森
林
の
市

春
の
花
観
察
と
花
の
ス
ケ
ッ
チ
ン
グ

（
公
募
イ
ベ
ン
ト
）

森
林
カ
レ
ッ
ジ
Ⅰ
（
公
募
イ
ベ
ン
ト
）

林野庁計画課長の講座

ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
愛
林
の

展
示
物
等
の
お
知
ら
せ

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/takao/hall/tokubetuten.html


関
東
森
林
管
理
局
指
導
普
及
課
は
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
国
有
林
野
事
業
見
学
会

を
6
月
18
日
（
金
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
見
学
会
は
、
広
く
一
般
の
方
々
に

国
有
林
野
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
々

な
事
業
の
内
容
な
ど
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
参
加
者
を
公
募

に
よ
り
募
集
し
、
毎
年
２
回
実
施
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
、
第
１
回
目
の
事
業
見
学
会
は
、

平
成
16
年
10
月
23
日
に
新
潟
県
川
口
町
を

震
源
と
し
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
．
８
の
中
越
地
震
に
よ
り
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
山
古
志
村
（
現
長
岡
市
）
と

小
千
谷
市
に
お
い
て
、
中
越
森
林
管
理
署

が
実
施
し
て
い
る
「
中
越
地
区
直
轄
地
す

べ
り
防
止
事
業
」
の
工
事
現
場
な
ど
を
訪

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
中
越
地
震
に
よ
る
被
災
地

の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、
新
潟
県
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
工
期
で
、
総
工

事
費
は
約
１
６
２
億
円
の
計
画
で
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

見
学
会
で
訪
れ
た
箇
所
は
、
工
事
開
始

か
ら
５
年
を
経
過
し
、
順
調
に
工
事
が
進

捗
し
て
い
る
長
岡
市
濁
沢
町
の
「
貫
（
つ

な
ぎ
）
地
区
」
や
、
平
成
19
年
度
に
工
事

が
完
成
し
た
小
千
谷
市
小
栗
山
の
「
呼
坂

（
よ
び
さ
か
）
地
区
」
で
、
国
有
林
が
実

施
し
て
き
た
工
事
の
概
要
を
現
地
で
詳
し

く
説
明
し
た
ほ
か
、
「
楢
ノ
木
（
な
ら
の

き
）
地
区
」
、
「
浦
ノ
山
（
う
ら
の
や
ま
）

地
区
」
な
ど
を
バ
ス
の
車
窓
か
ら
遠
望
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
地
す
べ
り
防
止
工
事
現
場
の
ほ

か
、
水
没
し
た
状
況
が
今
で
も
見
ら
れ
る

木
篭
（
こ
ご
も
）
集
落
や
地
震
に
よ
っ
て

埋
ま
っ
た
車
両
の
中
か
ら
、
男
の
子
が
奇

跡
的
に
救
出
さ
れ
た
妙
見
（
み
ょ
う
け
ん
）

の
現
場
な
ど
を
見
学
し
た
こ
と
か
ら
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
中
越
地
震
の
恐
ろ
し
さ
、

被
害
の
大
き
さ
を
改
め
て
現
地
で
実
感
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

今
回
の
事
業
見
学
会
は
、
地
す
べ
り
現

場
に
お
い
て
各
種
工
法
や
技
術
的
な
解
説

な
ど
、
専
門
的
な
説
明
が
主
と
な
る
た
め
、

説
明
に
あ
た
っ
て
は
一
般
の
方
々
に
も
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
、
治
山
の
専
門
用
語

を
可
能
な
限
り
使
用
し
な
い
こ
と
や
専
門

用
語
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
分
か
り
や

す
く
用
語
の
解
説
を
併
せ
て
行
う
こ
と
な

ど
に
特
に
配
慮
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
と
て

も
分
か
り
や
す
い
説
明
で
、
地
す
べ
り
工

事
の
こ
と
が
勉
強
で
き
た
。
」
「
地
震
当

時
の
状
況
や
復
旧
に
当
た
っ
て
の
工
事
の

様
子
が
理
解
で
き
た
。
」
な
ど
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
国
有
林
野
事
業
の
取
り
組
み
を

広
く
一
般
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
こ
の
見
学
会
を
始
め
様
々
な
機
会

を
捉
え
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（５）平成２２年７月１日 関 東 森 林 管 理 局 第７６号

国有林野事業見学会参加者の皆さん

法枠工などの工事が行われている

「貫（つなぎ）地区」の現場

水没した木篭（こごも）集落の様子

工事概要の説明を熱心に聞く参加者の皆さん



私
は
現
在
、
東
白
製
材
協
同
組
合
の
理

事
長
の
職
に
付
い
て
お
り
ま
す
が
、
私
の

家
業
が
製
材
業
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
近

隣
の
営
林
署
は
、
製
材
用
の
丸
太
や
立
木

を
購
入
す
る
最
も
大
き
な
仕
入
先
で
あ
り
、

原
木
の
50
㌫
は
国
有
林
材
で
賄
う
経
営
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
関
係
で
特
に
昭

和
30
年
以
後
の
激
動
の
頃
の
思
い
出
に
つ

い
て
綴
っ
て
み
ま
す
。

昭
和
30
年
頃
は
戦
後
の
復
興
期
で
あ
り
、

す
べ
て
の
建
設
資
材
は
不
足
気
味
で
、
特

に
木
材
は
戦
争
中
の
乱
伐
や
山
主
さ
ん
の

売
り
惜
し
み
等
も
あ
り
、
極
端
に
不
足
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
製
材
工
場
に
は

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
な
く
、
す
べ
て
人
力

で
挽
場
ま
で
丸
太
を
担
ぎ
込
む
と
云
う
近

代
化
の
遅
れ
た
工
場
ば
か
り
で
、
旺
盛
な

需
要
に
到
底
対
応
が
出
来
る
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
商
売
そ
の
も
の
は

活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
需
要
は
あ
る
が
、

物
が
足
り
な
い
、
こ
ん
な
状
況
が
何
年
も

続
い
て
深
刻
な
住
宅
不
足
の
状
況
が
発
生

し
た
時
代
で
し
た
。
昭
和
36
年
に
は
池
田

内
閣
が
誕
生
し
、
所
得
倍
増
政
策
を
掲
げ
、

経
済
規
模
の
拡
大
を
推
し
進
め
た
偽
、
所

得
の
伸
び
と
並
行
し
て
住
宅
建
築
も
盛
ん

と
な
り
、
木
材
は
益
々
不
足
、
諸
物
価
の

中
で
木
材
が
最
も
高
騰
し
、
一
般
卸
売
物

価
の
上
昇
の
主
役
で
あ
る
と
云
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
木
材
の
高
騰

を
抑
制
す
る
た
め
、
農
林
大
臣
は
国
有
林

に
対
し
て
、
２
年
間
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
４
０
０
万
立
方
㍍
の
大
増
伐
を
命
じ
る

一
方
、
民
間
の
林
家
に
対
し
て
は
税
制
を

伴
う
販
売
促
進
を
促
し
、
製
材
業
者
に
は

緊
急
出
荷
が
要
請
さ
れ
、
こ
の
時
東
白
川

郡
の
業
界
で
も
大
型
ト
ラ
ッ
ク
（
６
ト
ン

車
）
13
台
に
製
材
品
を
満
載
し
、
木
材
緊

急
輸
送
と
大
書
し
た
垂
幕
を
張
り
、
隊
列

を
整
え
て
、
都
心
部
を
通
り
、
池
袋
の
木

材
市
場
ま
で
示
威
行
進
を
し
て
下
さ
い
と

の
命
令
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
の

輸
送
指
揮
を
命
じ
ら
れ
、
無
事
責
任
を
果

た
し
た
と
云
う
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
勿

論
、
こ
の
時
の
丸
太
は
、
国
有
林
よ
り
随

意
契
約
に
よ
り
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。
後
に
な
っ
て
聞
こ
え
た
話

で
す
が
、
緊
急
輸
送
や
示
威
行
進
は
、

「
東
京
の
人
々
に
木
材
は
充
分
あ
り
ま
す
」

と
云
う
こ
と
を
見
せ
る
た
め
に
全
国
的
に

行
っ
た
行
動
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
、
苦
笑

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
動
き
と
並
行
し
て
政
府
は
、

木
材
不
足
を
補
う
た
め
、
外
材
の
輸
入
を

本
格
的
に
商
社
に
働
き
か
け
、
前
年
比
で

４
倍
〜
６
倍
も
の
大
量
の
輸
入
を
許
可
し
、

外
材
は
国
内
需
要
の
51
㌫
に
も
増
大
し
て

需
要
超
過
型
の
材
価
高
騰
抑
制
に
努
め
、

徐
々
に
効
果
が
あ
り
鎮
静
に
向
か
っ
た
が
、

金
融
の
大
巾
な
緩
和
や
住
宅
需
要
の
高
ま

り
（
着
工
数
、
昭
和
47
年
１
８
２
万
戸
〜

48
年
１
９
１
万
戸
）
に
よ
り
、
昭
和
47
〜

48
年
に
は
再
び
材
価
が
高
騰
し
、
業
界
は

歓
迎
ム
ー
ド
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
49

年
の
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
諸
物

価
の
高
騰
抑
制
政
策
が
堅
持
さ
れ
、
成
長

率
も
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
り
、
製
材
業
は

不
況
業
種
の
指
定
を
受
け
る
厳
し
い
局
面

に
突
入
し
、
製
品
安
の
原
木
高
の
状
態
が
、

現
在
も
続
い
て
お
り
、
業
界
に
於
い
て
も

頭
痛
の
種
子
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
50
年
以
上
も
こ
の
商
売
を
続
け
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
価
格
の
上
げ
下

げ
、
原
材
料
の
安
定
的
確
保
等
に
は
神
経

が
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

国
産
材
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

中
、
国
有
林
に
は
、
価
格
の
変
動
が
激
し

い
商
品
で
あ
る
木
材
を
地
域
内
の
出
材
情

況
や
市
況
を
検
討
さ
れ
て
、
多
寡
を
見
極

め
て
頂
き
、
木
材
流
通
の
中
に
あ
っ
て
ダ

ム
的
な
役
割
も
担
っ
て
ほ
し
い
と
望
ん
で

お
り
ま
す
。

平成２２年７月１日 関 東 森 林 管 理 局 第７６号 （６）

執筆者：東白製材協同組合理事長吉村昭氏
(平成21年秋の叙勲で旭日双光章受章）

公売が行われる貯木場

昭和30年代の丸太の積み込み



私が勤務している三原森林事務所は、群馬県の北西

部、嬬恋村に位置し、浅間山、四阿山、草津白根山な
あ ず ま や さ ん

どに囲まれた約7,000㌶の国有林を管理しています。

嬬恋村には数多くの温泉やスキー場があり、夏場は

避暑地として、冬場はウィンタースポーツなどで賑わ

います。また、夏秋のキャベツの生産量が日本一とい

うことでも有名であり、山地を背景にした広大なキャ

ベツ畑は一見の価値が有ります。

「嬬恋」の由来は「ヤマトタケルノミコト」が愛する妻

の「オトタチバナヒメ」を想い「ああ・・あづまはやと、

妻恋し」と叫んだことから吾妻、妻恋となったと今に伝え

られています。そのことから、嬬恋村では愛妻家の発信基

地として、「キャベツ畑の中心で愛を叫ぶ（キャベチュー）」

などのユニークなイベントが開催されています。平成23年

７月からは、ＪＲと群馬県の共同で実施される一大観光キャ

ンペーン「デスティネーションキャンペーン」に向けて村

内の整備も進んでおり、今年で３回目を迎える「嬬恋高原

キャベツマラソン」の参加者数や盛り上がりも急上昇を見

せています。

管内の国有林の大部分は標高1,000㍍以上に位置しており、人工林の多くはカラマツが植栽

されています。見所としては標高1,800㍍に位置する万座温泉と、そこに向かう万座ハイウェー

沿線が挙げられ、標高とともに変化する植生や景色の変化を、四季を通じて楽しむことがで

きます。特に『万座天然カラマツ植物群落保護林（通称：カラマツ母樹林）』は植物の持つ

生命のエネルギーを感じます。昭和50年代頃まではその名前のとおり、カラマツの種の採取

が行われており、旧草津営林署管内に留まらず優良な種子の供給源となっていました。現在

は採種も行われなくなり、夏場は背丈程のササに覆われているため歩くのも困難ですが、積

雪期にはスノーシューを用いたスノートレッキングなども催されており、昔とは違ったかた

ちで地元や観光客の方々に親しまれています。是非一度訪れて頂きたいと思います。

その母樹林の子どもの世代にあたるカラマツも、次々と間伐

が必要な時期を迎えています。そこで、これからの森林整備に

当たっての間伐方法と低コスト路網を組み合わせた現地検討会

を行い、この検討結果を活かした事業の発注を行っています。

また、地域の皆さんとの関わりも多く公私共に充実しています。

森林官としての勤務も２年目になりました。山仕事にしても

事務仕事にしてもまだまだ経験不足感は否めませんが、それを

補えるよう、今後も山にたくさんの足跡を残すと共に、資料の

整理やデータの蓄積を常に意識して業務を進め、更に、よりよ

い形で開かれた国有林を次の森林官、次の世代に引き継いでい

きたいと考えています。

（７）平成２２年 ７月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第７６号

特徴的な樹形のカラマツ“仁王松”

カラマツの母樹（樹高27m！）

一面のキャベツ畑と浅間山



吾妻山は、福島と山形の両県境に連なる西

側の最高峰西吾妻山（標高2,035㍍）、中央部

の東大巓（標高1,928㍍）東側の家形山（標高
ひが し だ い て ん い え が た や ま

1,877㍍）等と浄土平（標高1,580㍍）を囲む
じょ う ど だ い ら

ように連なる東吾妻山（標高1,975㍍）、吾妻

小富士（標高1,705㍍）、一切経山（標高1,94
い っ さ い き ょ う や ま

9㍍）の総称として呼ばれています。

また、吾妻山は標高2,000㍍級の火山が連な

る山脈であり、なかでも一切経山は1977年に

小規模な噴火を起こしており、2008年には南

面大穴火口付近から噴気が確認され、現在も

続いています。

吾妻山は、亜高山地帯に属し、アオモリトドマツ

をはじめコメツガ、シラベ、ブナ、ダケカンバなど

の原生的な天然林が形成され、ここを北限や南限と

する植物が分布しています。また、それらの天然林

を保存し、動植物の保護、遺伝資源の保存、学術研

究等に役立てるために、この周辺の国有林12,000㌶

を吾妻山周辺森林生態系保護地域に指定し、関東森

林管理局（会津、福島森林管理署）と東北森林管理

局で管理しています。

吾妻山は、我が国で３番目に大きな磐梯朝日国立

公園の一角をなし、特に、浄土平周辺は、磐梯吾妻

スカイラインによりアクセスが容易であることから、

澄んだ空気や四季折々の美しい景観を求めてハイカー

や登山者が訪れます。

会津森林管理署は、貴重な自然を後世に伝えるた

め、野生動植物の生息環境への配慮など、調整を図

りながら適切に森林の維持管理を行うこととしてい

ます。

（会津森林管理署広報広聴連絡官）

土湯トンネル付近から望む吾妻山連峰

平成２２年 ７月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第７６号（８）

あ づ ま や ま

浄土平から一切経山に登る途中、吾妻小富士を望む
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吾妻小富士から望む一切経山周辺

高
尾
山
の
森
で
、
親
子
一
緒
に

夏
休
み
の
思
い
出
を
残
し
ま
せ
ん
か

実

施

日

平
成
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年
８
月
６
日(
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場

所

八
王
子
市
高
尾
山
国
有
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（
日
影
沢
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
）

募
集
人
員

小
学
生
以
上
の
親
子
80
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法

往
復
葉
書
の
往
信
面
に
、
イ
ベ
ン

ト
名
、
参
加
者
全
員
の
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
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ふ
り
が
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④
年
令(

学
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⑤
電
話

番
号
、
返
信
面
に
お
申
込
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の
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名
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ご
記

入
の
う
え
、
当
セ
ン
タ
ー
「
Ｄ
Ａ
Ｙ
キ
ャ
ン
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募
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だ
さ
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